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抄　録

　本稿は、2018年度の筑波学院大学のロボットセラピー活動に関する研究開発をまとめたもの
である。本年度は、これまでに開発したシーズ技術としてのシナリオ型ロボットセラピープロ
グラムが、高齢者福祉施設におけるニーズを満たすものであるかどうか、介護職員に対するヒ
アリング調査などにより検証した。また、介護職員のみで、本プログラムを運用できないとい
う問題を解決する手始めとして、ゲームコントローラでロボットを操作可能にするシステムを
開発した。さらには、シナリオ型ロボットセラピープログラムを継続的に実施する活動を行い、
本プログラムが、認知症の BPSD（行動・心理症状）を改善させる可能性があることを確認した。
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1 ．はじめに

　超高齢社会が急速に進展する日本の介護・
福祉の現場では、認知症対策が、喫緊の課題
である。それは、2012年には、約462万人と
推計されていた認知症発症者数が、2025年に
は、730万人に急増することが予測されてい
る1）からである。
　また、近年、社会的孤立や孤独感が、認知
症の発症や症状の進行に関わるリスクとして
注目されている。 Lancetの認知症予防・介入・
ケアに関する国際委員会がまとめた報告で
は、本人が意図すれば改善可能な認知症の 9
つの危険因子の中に、社会的孤立が含まれて

いる 2）。さらには、国内の研究においても、
他人との交流が週 1回に満たない孤立した65
歳以上の高齢者は、毎日、人と交流している
高齢者に比べて認知症になるリスクが上昇す
ることが明らかにされている 3）。一方で、国
内においては、高齢男性の15％が、「会話が
2週間で 1回以下」であるとの報告  4）もあ
り、認知症予防の観点においては、極めて憂
慮すべき事態が生じている。さらには、自分
は孤独だと感じている高齢者は認知症になり
やすい可能性があることも明らかにされてい
る 5）。また、認知症の症状の一つである何事
にも興味を示さなくなる「うつ状態」が原因
で、引きこもりがちになることがあるが、こ
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れは、脳活動の低下を招き、認知症の進行を
促進させることにつながる。
　したがって、認知症対策の観点から、高齢
者が他人とコミュニケーションを取ることが
でき、かつ、孤独を感じないようにするため
の環境、つまり、集団的なコミュニケーショ
ンを促す環境を創り出すことが必要不可欠で
ある。
　さらには、高齢者の生活の質（Quality of 

Life）を高める観点からも、高齢者の間で集
団的なコミュニケーションを促す環境づくり
が不可欠である。高齢者福祉施設において
は、生きがいを創出するため、レクレーショ
ン活動が重要視されている。具体的には、
ゲーム、手芸、体操、歌などが実施されてい
る。
　このような問題に対して、著者らは、こ
れまでに、エンターテインメントロボット
「AIBO（ソニー（株）製）」とおしゃべり人
形「ネルル・ユメル（（株）タカラトミーアー
ツ製）」を活用した「シナリオ型ロボットセ
ラピープログラム（表 1、図 1）」 6）を開発し、
本プログラムが、介護におけるコミュニケー
ション・見守り支援に有効である可能性を確
認した。
　2018年度は、シナリオ型ロボットセラピー
プログラムを高齢者福祉施設において広く展
開していくにあたり、高齢者福祉施設におけ
るレクレーション活動に対する意識や課題等
について調査を行った。さらに、シナリオ型

ロボットセラピープログラムを、介護職員の
みで運用していくことを目指して、システム
の改良を行った。あわせて、このプログラム
を、高齢者福祉施設において継続的に実施し
た。これらの結果について、以下で報告す
る。

2 ．高齢者福祉施設におけるレクレー
ション活動に関する調査

　著者らは、これまでに開発したシナリオ型
ロボットセラピープログラムを高齢者福祉施
設におけるレクレーション活動の一つとし
て、広く展開していきたいと考えている。そ
のためには、シーズ技術としてのシナリオ型
ロボットセラピープログラムが、高齢者福祉
施設におけるニーズと合致しているのかにつ
いて、再度、検証し、齟齬がある場合には、
この技術を改良する必要がある。そこで、著
者らが、これまでロボットセラピー活動を実
施してきた高齢者福祉施設の介護職員に対し
て、以下の 3項目について、ヒアリング調査
を実施した。あわせて、著者らが、シーズ側
の委員として参加した、厚生労働省の「介護
ロボットのニーズ・シーズ連携協調協議会全
国設置・運営業務」事業における長野県協議
会  7）においても、同様な調査を実施した。
（a）レクレーション活動についての期待や各

表 1　シナリオ型ロボットセラピープログ
ラム

順番 内容 所要時間
（目安）

1 ロボットと触れ合い 15分
2 ロボットと体操① 5分
3 ロボットとボールゲーム① 15分
4 ロボットと歌 5分
5 ロボットとボールゲーム② 15分
6 ロボットと体操② 5分

図 1	 シナリオ型ロボットセラピープログラ
ムの様子
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自の考え
（b）レクレーション活動を実施する上での
負担や問題点

（c）レクレーション活動にロボットを活用す
ることを想定した際に、ロボットに期待す
ることやそれに対する懸念
　（a）の結果について、まとめたものは、以
下の通りである。
　「入所生活の中で自分らしさを取り戻して
ほしい」 、「利用者（高齢者）の能力を引き
出したい」、「利用者に楽しい時間を過ごして
ほしい」、「利用者の笑顔を見たい」、「利用者
の活動性維持や人的交流の視点からレクレー
ション活動は重要」、など
　次に、（b）の結果について、まとめたも
のは、以下の通りである。
「少人数の介護職員で対応しなければならな
い」、 「声掛けや誘導に時間がかかる」、「楽器
など道具が使えない」 、「レクレーションの
企画や準備に時間がかかる」、「レクレーショ
ンの場を盛り上げることが大変」、「全員参加
が難しい」、「マンネリ化する」、など
　また、（c）の結果について、まとめたもの
は、以下の通りである。
　「レクレーションのバリエーションを増や
せること」、「利用者の参加意欲が高まるこ
と」、「利用者各人の活動のサポートに集中で
きること」、「レクレーションの企画や運営な
どの業務が低減されること」、「ロボットに全
てを任せることには疑問を感じる」、など
　以上の結果から、介護職員は、活動性維持
や人的交流の観点からレクレーション活動を
重要な介護サービスの 1つとして位置づけて
いるが、レクレーション活動の企画や運営は
大変であり、かつ、そのための時間を十分に
確保できていない現状があることが分かっ
た。つまり、介護職員は、レクレーションに
対する強い思いはあっても、高齢者に十分に
寄り添えていない現実があることが確認でき
た。このような問題を解決するための 1つの

手段として、ロボットに対する介護職員の期
待も大きいが、一方で、ロボットに全てを任
せることに対する懸念も示されている。これ
は、介護職員の働きがいに起因するものと推
察される。つまり、介護職員は、利用者の生
き生きした生活を支援すること、またその場
に寄り添うことなど、「高齢者に関わる」こ
とに働きがいを感じている。そのため、「高
齢者に関わる」ことをロボットに全て任せる
ことは、介護職員の専門職としてのモチベー
ションを低下させ、高齢者へのサービス低
下、さらには、介護業務における互いの満足
感の低下につながりかねない。
　以上のニーズ調査を踏まえると、ロボット
をレクレーション活動に活用した際のあるべ
き姿は、以下のようにまとめられる。
（I）レクレーション活動における企画の負担
が軽減される
（II）レクレーション活動の流れの中で、そ
の補助的な働きをロボットに行わせること
で、スムーズな活動の進行（運営）をするこ
とが可能となり、介護職員の「高齢者に関わ
る」機会が増える
（III）介護職員が高齢者と関わる機会が増え
ることにより、互いの活動が高まり、満足感
のあるレクレーションを体験することができ
る
（IV）レクレーション活動における運営の負
担が軽減される
　そこで、シーズ側の技術であるシナリオ
型ロボットセラピープログラムが、上記の
ニーズ側の要件を満たしているかどうか検証
する。まず、（I）については、シナリオ型ロ
ボットセラピープログラムを活用すれば、介
護職員が、レクレーションそのものの企画を
する必要はなくなるため、この要件は、満足
しているものと考えられる。（II）については、
このプログラムは、高齢者とロボット間で完
結するものではなく、介護職員が、高齢者と
関わることにより、成立するプログラムと
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なっている。つまり、このプログラムでは、
ロボットをレクレーションを実施するための
道具として使っているだけである。したがっ
て、（II）の要件も満足しているものと考え
られる。（III）については、このプログラム
を、継続的に実施することで、その効果を検
証する必要がある。（IV）については、現状
のシナリオ型ロボットセラピープログラムの
実施形態においては、著者ら研究者が、この
レクレーション活動における司会や、ロボッ
トの操作を担当しており、介護職員は、高齢
者各人の活動（体操やボール入れなど）のサ
ポートをしている。したがって、介護職員
の役割は、（II）における「高齢者に関わる」
業務に限定されているため、（IV）の要件を
満たしていると考えられる。したがって、現
状において、シーズ側の技術であるシナリオ
型ロボットセラピープログラムは、ニーズ側
の要件を概ね満足しているものと考えられ
る。
　一方で、現状では、研究者がいないと、こ
のレクレーション活動が成立しないため、こ
の活動を、広く普及させることは困難であ
る。この問題を解決するためには、介護職員
のみで、シナリオ型ロボットセラピープログ
ラムを運営可能にするシステムの開発が必要
になる。その際には、当然、（IV）の要件を
満たすため、介護職員の運営の負担を減らす
ことを考慮する必要があるが、本研究では、
その手始めとして、介護職員が、ロボットを
操作することが可能なシステムの開発に取り
組んだので、次章で説明する。

3 ．ゲームコントローラを活用したロ
ボット操作システムの開発

　本章では、シナリオ型ロボットセラピー
における「ロボットとボールゲーム」の場
面（表 1、図 1（c）参照）において、ボー
ルを入れるカゴを背負ったロボット（AIBO 

ERS-7、ソニー社製）を移動させるシステム
について説明する。従来は、この操作を PC

上の専用ソフトウェアを用いて実施してい
た。しかし、PCの操作に抵抗感を感じる介
護職員が存在することが、高齢者福祉施設に
おける聞き取り調査で判明した。さらにはロ
ボットとボールゲームの場面において、状況
にあわせて、場所を移動しながらロボットを
操作したいので、PCでの操作は不便である
との意見も介護職員から得られた。そこで、
無線のゲームコントローラによるボタン操作
のみで、ロボットを操作できるシステムに改
良した。改良したシステムの構成を図 2に示
す。本システムは、無線のゲームコントロー
ラ（8Bitdo）、PC（通信ソフト）、無線ルー
タ、AIBO ERS-7から構成される。ゲームコ
ントローラのボタン操作（図 3）により、ロ
ボットの前後移動、左右の旋回、左右の横移
動、移動速度（10段階）の操作コマンドを、
Bluetooth通信により、PC上の通信ソフト
に送信する。その後、通信ソフトが、ソケッ

図 2　AIBOの遠隔操作システム

図 3　ゲームコントローラ
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ト通信により、この操作コマンドを、AIBO 

ERS-7に転送する。
　本プログラムのボールゲームにおいては、
操作者が、自在にロボット（AIBO ERS-7）
を誘導することが求められる。そこで、こ
のロボットの操作性について、子ども霞ヶ
関見学デー（厚生労働省、2018年 8 月 1 - 2
日）において検証した。具体的には、改良し
たゲームコントローラを用いて、障害物を避
けながらロボットを操作し、ゴールを目指す
体験型のデモンストレーションを実施した。
その結果、年齢、性別を問わず、本システム
により、ロボットを自在に操作できることが
確認できた。そして、このシステムを用い
て、介護職員に、本プログラムのボールゲー
ムにおいて、ロボットを操作してもらう検証
実験を行った。その結果、介護職員によるロ
ボットの操作で、ボールゲームを運営するこ
とが可能であることを確認した。ただし、こ
の検証後の介護職員に対する聞き取り調査よ
り、本システムは、ロボットの操作という点
では、特に問題はないが、PCを含めたシス
テムのセットアップに手間がかかるので、こ
の点を改良してほしいとの意見が得られた。
さらには、このようなボタン操作で、発話ロ
ボットが本活動の司会進行を務めることがで
きるようになれば、介護職員の運営上の負担
が軽減されるため望ましいとの意見も得られ
た。そこで、今後は、このような意見も踏ま
えて、システムの改良を進めていく予定であ
る。

4 ．高齢者福祉施設におけるシナリオ型
ロボットセラピープログラムの継続
実施

　これまでに開発したシナリオ型ロボットセ
ラピープログラムを、2箇所の施設（「認知
症グループホーム だんらん」（社会福祉法人 

欣水会、茨城県土浦市）、「特別養護老人ホー

ム パストーン浅間台」（社会福祉法人 美鈴
会、埼玉県上尾市））において、2018年 4 月
－11月の期間において継続的に実施した（表
2）。なお、本研究では、開発したロボット
セラピープログラムを、認知症高齢者15名程
度、介在者3-4名（研究者 2名、実施介護施
設の介護職員1-2名）で実施した。
　シナリオ型ロボットセラピーの実施後に、
本活動に関するコメント調査を介護職員に対
して実施した。その結果の概要を図 4に示
す。同図より、コメント調査から、本ロボッ
トセラピープログラムが、認知症高齢者間の
コミュニケーションを促すことに有効である
可能性が確認できた。特に、普段、寡黙であ
る認知症高齢者、表情に変化がない認知症高
齢者、無関心である認知症高齢者から、通常
の生活では見られないような興味や関心、能
動的な行為を引き出せたことが、本プログラ
ムの大きな特徴であると考えられる。また、
現時点において、このプログラムの効果であ
ると断定することはできないが、このプログ
ラムを継続的に実施した施設において、人間
関係のトラブルや問題行動が減少したことも
報告された。これらの結果は、本プログラム
が、無気力・無関心、引きこもり、徘徊、暴

表 2　ロボットセラピーの実施施設（その1）

場
所
認知症高齢者グループホーム　だんらん
（社会福祉法人 欣水会、茨城県土浦市）

期
間 2018年 4 月－11月

参
加
者
認知症高齢者15名（認知症高齢者の日常生
活自立度 II-IV）

表 2　ロボットセラピーの実施施設（その2）

場
所
特別養護老人ホーム パストーン浅間台
（社会福祉法人 美鈴会、埼玉県上尾市）

期
間 2018年 4 月－11月

参
加
者
認知症高齢者30名（認知症高齢者の日常生
活自立度 II-IV）
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言や暴力などの認知症の BPSD（行動・心理
症状） 8）の改善や、認知症高齢者の QOL向
上に一定の効果がある可能性があることを示
すものである。さらには、このプログラム
が、認知症高齢者間だけでなく、介護職員と
認知症高齢者間のコミュニケーションを生み
出すきっかけになる可能性があることが分
かった。介護職員が対応に苦慮する認知症
高齢者の問題の多くは、上述した BPSDと、
これに関連して生じる認知症高齢者との意思
疎通の困難さである 8）。したがって、本プロ
グラムは、介護業務にも、良い効果を生み出
すことが期待される。あわせて、ロボットセ
ラピーに認知症高齢者が集中するので、数名
の介護職員で対応可能となり、他の業務がで
きる職員が生まれるとのコメントも得られて
いる。そこで、今後は、ロボットセラピーが
介護業務にどのような影響を及ぼすのかにつ
いても、詳しく調査する予定である。
　パストーン浅間台におけるロボットセラ
ピー活動では、観察法により、体験者の参加

度を、活動に対する興味、理解、実行の度合
いなどを踏まえて、介在者の合議により、1
～ 5の 5段階で評価した。各回の体験者の参
加度の平均値を図 5に示す。いずれの回にお
いても、参加度の値は高く、多くの参加者が
関わる形でレクレーションが成立していたこ
とが分かる。また、各回の平均値の間に有意
差が見られるかどうか、Steel-Dwassの方法
により検定を行った。その結果、どの群間に
おいても、有意差が認められなかった（有意
水準 5％）。このことは、シナリオ型ロボッ
トセラピープログラムを実施することによ
り、各回とも、ほぼ同じような参加度で、レ
クレーションが実施できていることを意味す
るものである。つまり、レクレーションに対
する参加度合いが低い状態を失敗とするなら
ば、シナリオ型ロボットセラピープログラム
は、失敗することなく継続的レクレーション
活動を運営することができていると言えるだ
ろう。

5 ．結言

　本稿は、2018年度の筑波学院大学のロボッ
トセラピー活動に関する研究開発をまとめた
ものである。具体的には、これまでに開発し
たシーズ技術としてのシナリオ型ロボットセ
ラピープログラムが、高齢者福祉施設におけ
るニーズを満たすものであるかどうか、介護

図 4　介護職員のコメント
図 5	 シナリオ型ロボットセラピープログラ

ムの参加度
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職員に対するヒアリング調査などにより検証
した。その結果、ニーズを概ね満たすもので
あることを確認した。また、介護職員のみ
で、本プログラムを運用できないという問題
を解決する手始めとして、ゲームコントロー
ラでロボットを操作可能にするシステムを開
発した。さらには、シナリオ型ロボットセラ
ピープログラムを継続的に実施する活動を行
い、本プログラムが、認知症の BPSD（行動・
心理症状）を改善させる可能性があることを
確認した。今後は、シナリオ型ロボットセラ
ピープログラムを広く普及させることを目指
して、介護職員の負担をできる限り減らしつ
つ、介護職員のみで運用可能なシステムの開
発に取り組んで行きたいと考えている。
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